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 Logger32については今までも何度か紹介させてい

ただきました。今回は、特に初めて Logger32 を使う

方のために必要な手順、更新の手順、更にその豊富

な機能についてなるべく詳細にご紹介することにしま

す。 

 Logger32 ver3.32.2 が現時点での最新版です。 

 

初初初初めてめてめてめて使使使使うううう方方方方のためにのためにのためにのために 

 Logger32 は、K4CY Bon Furzer が開発している

無料のロギングプログラムです。基本的には日常の

ロギングをすることを前提に考えられていて、殆どで

きないことは無いと言える程に豊富な機能を備えて

います。 

 コンテストで使えないことはありませんが、極めて

限定的な機能しかないので、この場合はコンテスト用

に開発されたロギングプログラムを使うべきと考えま

す。 

 Logger32はそれ自体印刷機能を持っていません。

Logbook、QSL、QSL ラベル等の印刷には LogPrint

のような外部プログラムが必要です。 

 Logger32 は無料です。一部の有料プログラムにあ

る制約つきの｢お試し版｣というようなものはありませ

ん。誰でもフル機能を備えた｢完全版｣を試してみるこ

とができます。 

 Logger32 のメニュー、ワーニングメッセージを日本

語で表示することもできますが、データを日本語で記

録したり、表示したりすることはできません。どうして

も日本語を使いたい方には不向きです。 

 Logger32 は世界中に多くのユーザーがいます。

eQSL、ClubLog にアップロードされたログから使わ

れているロギングプログラムを判別し、それを集計し

たものが下記に掲載されています。 

 

http://www.eqsl.cc/qslcard/ADIFLoggerInfo.cfm 

http://www.clublog.org/software.php 

 

 Logger32 には英語のヘルプファイルが同梱されて

いますが、筆者達が、ほぼ同じ内容のヘルプファイ

ルをそれぞれの言語で用意しています。日本語ヘル

プファイルについては下記で参照することができま

す。 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/Links.htm 

 

 Logger32 に関する情報は下記からご覧いただけ

ます。 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/ 

 

Logger32 に関する Mailing List、掲示板があり、

不具合、操作方法等の問い合わせをすることもでき

ます。  また、筆者宛に直接メールをいただいても

結構です。 

 世界中のユーザーが参加しているのが Yahoo 

GroupsのHamloggerというMailing Listです。一方、

掲示板は JA 専用です。 

 

http://www4.rocketbbs.com/741/ja1nlx.html 

 

 

初初初初めてめてめてめて Logger32 ををををインストールインストールインストールインストール 

 Logger32 が正式に動作保証している OS は、

Windows NT、Windows ME、Windows 2000、

Windows XP です。Windows Vista、Windows 7 は

同じように使えますが注意が必要です。 

 

(1) Logger32 をダウンロード 

初めて Logger32をインストールする場合は、下記

から Full version of Logger32 をダウンロードしま

す。 

 

http://www.logger32.net/program.html 

 

(2) Logger32 をインストール 

ダウンロードした zip ファイルを解凍します。解凍し

て得られるファイルの 1 ツ、setup.exe をクリックすれ

ばインストールがスタートします。 

 インストール先のフォルダは、c:¥Logger32 が初期

値です。OS が Windows Vista、或いは Windows 7

の場合は必ずこのフォルダにインストールしてくださ

い。 

 お使いの PC の環境によってはインストール途中で

エラーになることがあります。次に代表的なエラー例

をご紹介します。運よくエラー無しでインストールが

終了した場合は次のステップに進みます。 

 



よくあるエラー例 

① Path or file not found 

Windows XP でよく見られるエラーです。下記を

参考にしてください。 

 

http://www.jmbsc.or.jp/hp/offline/teisei01.pdf#

search='path%20not%20found' 

 

② 何等かのファイルが使用中 

常駐アプリケーションがいたずらする例です。

PC を Safe mode で起動してから Logger32 を

インストールしてみます。 

③ ファイルが古い 

Windows OS を 最 新 版 に 更 新 し ま す 。

(Windows update) 

④ その他 

何等かの理由でダウンロードした zip ファイルが

壊れている、或いは解凍で壊れていることがあ

ります。再度ダウンロード、解凍後にインストー

ルしてみます。 

 

(3) 最低限必要な最初の設定 

 以下の手順で最初の設定をします。併せて次のペ

ージを参照してください。 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/JapaneseHe

lpMenu.htm 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/FirstStep.ht

ml 

 

写真_1a 最初の起動画面 

 

① Logger32 を起動する。 

② 自分の Callsign を入力する。 

③ Logger32 を 最 初 に 起 動 し た 時 に は 、

Logger32 の Main Window と 8 ツ の 

Window )がデフォルトの位置、サイズで表示

されています。先ず、Main Window を最大化

します。次に、最低限 Logbook Entry Window、

Logbook Page Window、Previous QSOs 

Window、Worked/Confirmed Window を適

当なサイズにして任意の位置に配置します。

他の Window は閉じておきます。ここで一度

Logger32 を終了させます。 

④ 再度 Logger32 を起動します。各 Window が

前回終了時の状態で表示されることを確認し

ます。もう一度 Logger32 を終了します。 

⑤ Logger32 のフォルダに Logger32.ini というフ

ァイルがあることを確認して、これを削除しま

す。 

⑥ Logger32 を起動します。再度②、③の手順を

繰り返します。 

 

ちょっと面倒なステップを踏みましたが、Logger32

は Logger32.ini というファイルに色々な設定が保存

されるということを覚えておいてください。 

 

⑦ 所在地の緯度、経度を入力します。Logbook 

Page Window の上でマウスを右クリックしま

す。右クリックする位置は各入力欄とその近傍

です。プルダウンメニューが表示されるので

Setup、My QTH Lat/Long をクリックします。

Latitudeに緯度を、Longitudeに経度を入力し

ます。東経と南緯は“-”をつけて西経と北緯と

区別するルールなので JA の場合の緯度の頭

には“-”をつけます。 

この画面では距離表示の単位を選択すること

ができます。Distance Units は Kilometers を

選択したほうが直感的でしょう。最後に Apply

ボタンをクリックします。 

⑧ PC Clock の確認をします。コントロールパネ

ルの日付と時刻で正しいJSTに設定してくださ

い。 

Logger32のMain Window最下段にあるステ

ータスバーの左端には日付、時刻が GMT で

表示されています。またマウスをその上におく

と JST で日付、時刻が表示されます。 

Logger32に表示、保存される日付、時刻は常

に GMT となります。 

 

⑨ 周波数表示の設定をします。Main メニューか

らSetup、Frequencyをクリックします。好みの

表示方法を指定します。Logbook への周波数



データの保存もこの形式で行われます。 

⑩ 同様に日付、時刻表示の設定をします。Main

メニューから Setup、Date format、或いは

Time format をクリックし、好みの表示方法を

指定します。 

 

写真_2a 最低限の設定を終えた画面 

 

 基本的な画面の名前を覚えてください。上段は

Logbook Page Window です。Logbook に記録され

た QSO データの表示、修正を行います。 

下段左から Logbook Entry Window、QSOデータ

をリアルタイムで入力します。真ん中は Previous 

QSOs Window 、 Logbook Entry Window の

callsign欄に入力したcallsignとの過去のQSOデー

タ を 表 示 し ま す 。 右 端 は Worked/Confirmed 

Window、Logbook Entry Window の callsign 欄に

入力した callsign から DXCC Prefix を判別し、その

DXCC Prefix とのバンド/モード別の QSO 実績を表

示します。 

 

(4) ログデータのインストール 

 この段階ではインストールされた Logger32 の

Logbook は空です。この空の Logbook に今までの

QSO データを登録するには次のいずれかの作業が

必要です。 

① 今までの紙ログから 1 件、1 件手動

入力する。 Add QSO Manually 

② 今まで使っていたロギングプログラ

ムからQSOデータをADIF形式で出

力する。或いはそのロギングプログ

ラムが可能な形式で出力し、それを

ADIF に変換してから Logger32 にイ

ンポートする。Logger32 がインポー

トできるのは ADIF 形式のデータだ

けです。CSV 形式のデータを ADIF

形式に変換するのは比較的簡単で

す。筆者までご相談ください。 

 

(5) Add QSO Manually 

手動でQSOデータを入力する方法を覚えてくだ

さい。これから入力するのはあくまでテストです。

テスト終了後には全て削除します。 

 

写真_3 Add QSO Manually Window 

 

① Logbook Page Window の任意の位置で

マウスを右クリックします。 

② 最 低 限 必 要 な 入 力 は 、 Date 、 Time 、

Callsign 、 Bnad 、 Mode で す 。 Pfx は

Callsign 入力により自動補填されます。

FreqはBand指定によりそのバンドの初期

値が入ります。RST sent、RST rcvd は初

期 値 が 入 り ま す 。 Flag to send 

QSL/eQSL/LoTW はこの QSO に対する

QSL のフラグ付けです。Operator は初期

値がはいります。 

③ 最後に Add QSO をクリックします。 

④ いくつか QSO を入力してみます。 

⑤ Add QSO Manually Window を閉じて

Logbook Page Window を見てみます。今

入力した QSO が表示されています。 

  

(6) PreviousQSOs Window と Worked/Confirmed 

Window の表示 

この段階で 2ツのWindowに何が表示されるか

ざっと確認しておきます。 

 



① Logbook Entry Window の callsign 欄に

先ほど入力した callsign の 1 ツを入力しま

す。 

② Previous QSO Window には先ほど入力

した QSO データが表示されます。 

③ Worked/Confirmed Window に は そ の

DXCC Pfx とのバンド、モード別の QSO

実績が表示されます。 

 

写真_4a 入力後の各画面 

 

 

(7) Logbook の Export と Import 

ここでこの 2ツの操作を覚えてしまいましょう。ど

ちらも今後頻繁に使うことになります。 

 

① Export 

ち ょ う ど い く つ か の QSO デ ー タ が

Logbook に 保 存 さ れ て い ま す 。 こ の

Logbook を Export してみましょう。 

Main メニューから File、Export Logs をク

リック、ADIF file を選択します。 

次の画面では、とりあえず All operators、

Include logbook informational entries に

チェックし Start をクリックします。 

次の画面で Export 先のファイル名を指定

します。仮に Logbook.adi とします。 

Export Completed の画面がでれば終了

です。 

 

② Logbook の削除 

Logger32 は任意に複数の Logbook を持

つことができます。初期設定では以下の 4

ツのファイルに QSO データが保存されま

す。 

Logbook32.isd 

Logbook32.isf 

Logbook32.isl 

Logbook32.ism 

Logbook には任意の名前をつけることが

できますが、常にこの 4 ツがペアです。 

Logger32を終了し、Logger32のフォルダ

にあるこの 4 ツのファイルを削除します。 

も う 一 度 Logger32 を 起 動 し ま す 。

Logbbook Page Window が空になってい

ることを確認してください。 

 

③ Import 

Main メニューから File、Import Logs、

ADIF file をクリックします。 

Import するファイルを指定します。ここで

は 既 に Logger32.adi に Logbook を

export してあるので Logger32.adi を指定

します。 

次の画面でオプションの指定があります

が、とりあえず何処にもチェックをつけず

Start をクリックします。 

Logbook Page Window に先ほど入力し

た QSO データが表示されています。 

 

 

Logger32 をををを実践的実践的実践的実践的にににに使使使使うううう    (入門編入門編入門編入門編) 

Logger32 を初めて使う場合の進め方は大別する

と 2 通りあります。1 ツは先ず過去の QSO データを

Logger32 に移すことに専念する方法、もう 1 ツは実

践的に毎日の QSO データを記録しながら、過去の

QSO データを時間をかけて移してゆく方法です。私

がお勧めするのは後者です。 

従って以下後者の場合を想定し、より使いやすく、

見やすくするための設定をします。各項目の詳細は、

是非ヘルプファイルをお読みください。 

 

(1) Logbook の指定と Operator の指定 

後述するように Logger32は複数の Logbookを

持ったり、複数の Operator で 1 ツの Logbook

を共有することもできます。これは後でどのよう

にも変更できるので、特に支障が無ければデフ

ォルトの Logbook名(Logbook32)と一番最初に

登録した callsign を Operator としてください。 

現在の Logbook 名は Logbook Page Window、

Operator名は Logbook Entry Windowのタイト

ルに表示されています。 



 

(2) Band/Mode Table の設定 

設定の手順は次の通りです。 

① 自分が利用するバンド、モードを残して不

要なものを削除 

② Worked/Confirmed Window 、 Award 

Table に表示するバンドの Stats を Y とす

ること 

③ GENE バンドは何かと便利に使える 

 

写真_25a Band/Mode Table 

 

 

(3) Logbook Entry Window の設定 

設定の手順は次の通りです。 

① 表示する項目欄(user field)の選択と目的

の設定 

② TAB キーによる項目欄移動の順序 

③ QSO Mask 利用の有無(以前の QSO デ

ータから内容を自動補填) 

 

(4) Logbook Page Window の設定 

設定の手順は次の通りです。 

① 表示不要な項目はチェックを外す 

② 項目を自由に並び替える 

③ 各項目のタイトルを変更する 

 

写真_26a Logbook Page Window 設定 

 
 

(5) Previous QSOs Window の設定 

設定の手順は Logbook Page Window に準じ

ます。 

 

(6) Worked/Confirmed Window の設定 

Worked、Confirmed の表示は簡易な表示と複

雑な表示を選べますが、最初は簡易型のほうが

直感的で分かりやすいと思います。 

モードは SSB、RTTY、PSK31 のように表示す

る方法と、DIGital、PHOne にくくって表示する

方法を選べます。 

バンドは、Band/Mode Table で Stats 欄を Y と

したバンドが表示されます。 

 

(7) Radio の設定 

Logger32 を実践的に使うには Transceiver の

CAT 機能を利用すべきです。Logger32 は

Transceiver の周波数、モードを読み、それを

Logbook に記録することができます。 

Logger32 は殆どの Transceiverをサポートして

います。ICOM、KENWOOD の場合は、例外は

ありますが機種を選びません。YAESU の場合

は原則機種の選択が必要です。 

Logger32 のリストにない機種でも他の機種を

選択すれば基本的な動作をするものがあります。

筆者の TenTec Eagle はサポートリストにはあり

ませんが Orion を選択すれば動作 OK です。

TS-590 は TS-480 を選択します。 

 



(8) BandMode Selection の設定 

Logbook Entry WindowのMode表示近辺でマ

ウスを右クリックします。CW Machine、Sound 

Card Data Window は次のステップにするので、

ここでは、Band from BandPlan と Mode from 

Radio にチェックをつけます。 

この意味は、バンドは(2)の Band/Mode Table

から、モードは Transceiver から読むということ

です。 

最後に Apply をクリックします。 

 

(9) QSO 開始時刻(Time ON)と終了時刻(Time 

OFF) 

開始時刻は、callsign 欄からフォーカスが移動

したタイミングか、QSO を Logbook に保存する

タイミングかを選択します。 (Logbook Entry 

Window 上でマウスを右クリック、Setup、QSO 

start time をクリック) 或いは、CTRL＋S を押し

たタイミングです。 

終了時刻は、CTRL＋E を押したタイミングです。

押さなければ開始時刻と同じになります。 

 

(10)  QSL 発行のフラグ 

Logger32 は(Paper) QSL、eQSL、LoTW を管

理することができます。それぞれに QSL 発行の

有無、受領の有無、発行日付、受領日付、各種

Award のクレジットに使う、使わないを管理をし

ます。 

QSL 発行の有無のフラグは、QSO を保存する

毎に機械的に有とするか、後で個別に有とする

かのどちらかです。ここでは前者の方法をやっ

ておきます。 

Logbook Entry Window の任意の位置でマウ

スを右クリックします。Setup、QSLing をクリック

し、機械的にフラグをつける QSL にチェックをつ

けます。(Paper) QSL、LoTW が一般的だと思

いますので、ここでは Flag QSOs for QSL、

Flag QSOs for LoTW にチェックをつけておくこ

とにします。 

 

以上の設定を済ませてあれば次のようなシナリオ

で毎日のQSOをLogbookに記録してゆくことができ

ます。Logger32 をより便利に使うためのヒントにつ

いては後述します。 

先ずは実際に使ってみてください。 

 

・ Transceiver と PC の CAT 用接続をする。 

・ Transceiver の電源を ON する。 

・ Logger32 を起動する。 

・ Logbook Entry Window の Freq に は

Transceiver の 周 波 数 、 Mode に は

Transceiver の モ ー ド 、 Band に は

Band/Mode Table で設定したバンドが表示さ

れる。 

・ Logbook Entry Windowの callsign欄に相手

の callsign を入力する。必要に応じてその他

の欄に入力し、Enter キーを押すか、CTRL＋

L を押す。 

・ 以上でこの QSO が Logbook に保存される。 

・ Logbook Page Windowに今のQSOが保存

されていることを確認する。 

・ 同様にして日常の QSO をリアルタイムで保

存してゆく。 

・ Logger32 を終了する。 

・ Transceiver の電源を OFF にする。 

 

 

Logger32 をををを実践的実践的実践的実践的にににに使使使使うううう    (応用編応用編応用編応用編) 

Logger32 を更に便利に使うためのヒントです。 

 

(1) Recalc 操作 

Tools、Database maintenance、Recalculate 

statistics をクリックします。 

この処理は Award の実績を集計するために必

要なデータを整理し、結果は Stats32.isd、isf、

isl、ism ファイルに保存されます。 

Logger32 の更新時、Logbook のインポート、

Award 集計結果に問題がある場合には Recalc

を実行させてみてください。 

 

(2) Reformat QSO numbers 操作 

Tools 、 Database maintenance 、 Reformat 

QSO numbers をクリックします。 

Logbook に保存される QSO データは、通常は

QSO の日時順に QSO ナンバが振られていま

す。 

しかし QSO データを削除したり、古い日時の

QSO データを手動で追加したりするとこの順番

が狂ってしまうことがあります。このような場合

に Reformat QSO numbers を実行させてきてく

ださい。 

 



(3) メニュー、ワーニングを日本語で表示する 

Logger32 のメニュー、ワーニングを日本語表示

にすることができます。日本語表示にするため

の手順は次の通りです。 

① 下記のいずれかから Logger32 のバージ

ョンに対応した ja.dll をダウンロードする。 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/Lin

ks.htm 

http://www.logger32.net/support.html 

 

② ja.dll を 1041.dll にファイル名変更し、

Logger32 のフォルダにコピーする。 

 

(4) Logbook Entry Window のちょっと便利な機能 

① クイック QSY 

Callsign 欄に 14040 等のように入力して

Enter キーを押します。周波数は設定した

書式(MHz か KHz か)で入力します。 

② 周波数の微調 

周波数表示の上でマウスホイールを前後

に ク リ ッ ク し ま す 。 設 定 し た 単 位 で

Transceiver の周波数を微調します。 

③ 偽の DX Spot を送出 

Callsign欄に、!JA1NLXのように入力して

Enter キーを押します。DX Spot Window、

BandMap 上にのみ表示されます。 

④ 偽の QSO を保存 

Callsign 欄に、JA1NLX=のように入力し

て Enter キーを押します。捉まえそこなっ

た珍局を Logbook に記録しておくことがで

きます。 

⑤ その他 

 

写真_23 

 
 

Callsignを入力してゆく過程で Logbookにある

似通った callsign を表示する機能が Callsign 

preview です。 

 

写真_24 

 
 

(5) Logbook Ｐａｇｅ Window で出来ること 

① QSO データの並び替え 

デフォルトでは Date 順に表示されていま

す。 

 

写真_6a 日付順 

 
Logbook Page Window の項目欄を見る

と Date が赤表示になっています。 

次に項目の DXCC をクリックします。

DXCC が赤表示となり DXCC の ADIF ナ



ンバ順に表示されます。 

 

写真_7a DXCC 順 

 
このように Logbook Page Window の項

目をクリックすればその項目順に QSO デ

ータが並び替えられて表示されます。 

 

② 画面のスクロール 

マウススクロールホイール、特殊キー、或

いは画面上のスクロールバーを操作する

ことにより、色々なスクロールが可能で

す。 

 

大幅にスクロールする時は、垂直スクロー

ルバーの四角いポインタをマスドラッグし

ます。 

 

ページ単位にスクロールする時は、垂直

スクロールバーの任意の位置でマウスク

リックします。或いはPgUpキー、PgDnキ

ーを押します。 

 

1 行単位でスクロールする時は、垂直スク

ロールバーの上下矢印をクリックするか、

スクロールホイールを上下にクリックしま

す。 

 

Logbook の先頭にスクロールする時は、

四角いポインタを一番上にマウスドラッグ

します。或いは Home キーを押します。 

 

Logbook の末尾にスクロールする時は、

四角いポインタを一番下にマウスドラッグ

するか、最下行のブランク行をマウスクリ

ックします。或いは END キーを押します。 

 

③ QSO データの検索 

Logbook Page Window の任意の位置で

マウスを右クリック、Search for QSO をク

リックします。 

どの項目で検索するかを指定します。例

えば Call を指定します。尚、このリストに

表示されるのは項目の ADIF 名です。因

みに Call は ADIF 名では Call です。 

この時 Logbook Page Window は Call 順

に並び替えがおこなわれます。 

検索の最初の文字を指定します。例えば

PJ2 と入力します。 

Logbook Page Window は Call 欄が PJ2

のものを先頭に表示されます。 

 

写真_8a Call で検索 

 
 

④ QSO データの修正 

修正したい QSO データの項目セルをクリ

ックします。例えば VE6RI の TX_PWR セ

ルをクリックします。 

 

写真_9a 50w を 100w に修正 

 

50w を 100w に書き直し Enter キーを押

します。或いは上下左右の矢印キーで項

目を移動しても修正が確定します。 

 

次はもう少し汎用的な修正をする場合で

す。修正したい QSO の上でマウスを右ク

リックします。例えば 3D2HCのDXCCが

3D2となっていますが、これを3D2/Rと修

正するとします。 

 

写真_10a DXCC を修正 



 

 

写真_11a 3D2¥R を選択 

 
プルダウンメニューから Edit country info

をクリックし、3D2¥R を選択して Apply を

クリックします。 

 

このプルダウンメニューから、QSO の削

除、QSL のフラグ付け、Award クレジット

への使用の有無の指示等を行うことがで

きます。 

 

(6) QSL、eQSL、LoTW のフラグ 

QSL カードを発行するとか、eQSL、LoTW に

Logを upload するかの印を 1ツ 1ツのQSOに

付けることができます。その方法は 2 通りありま

す。 

① 前に QSO したとか、していないとかに関

係なく QSO を記録、保存する度にこの印

を自動的に付ける。 

② 保存された QSO に対し個別にこの印を付

ける。 

勿論、前者の場合でも後でこの印を外すことも

できます。 

Logger32 は export File で、この印のついた

QSO を出力することが出来るので、これを使っ

て QSL 印刷用のプログラムで読ませ、印刷し

たり、eQSL、LoTW のサーバに upload したり

できます。 

一方、QSLを受け取ったり、eQSL、LoTW から

QSL データを download する場合はどうでしょ

うか。 

QSL の場合は、1 ツ、1 ツ QSL を貰った印をつ

けますが、eQSL、LoTW の場合は、まとめて

自動的に印を付けることができます。(eQSL 

Synchronization、LoTW Synchronization) 

 

(7) QSL を印刷する 

Logger32 には印刷機能がありません。前項で

説明したように QSL 印刷用の QSO データを出

力し、これを LogPrint のような印刷用プログラ

ムで読ませて印刷します。 

LogPrint は Logger32 と組み合わせて使うこと

を前提に作られているので、大変使いやすいと

思います。 (LogPrint については後述) 

 

(8) LoTW を使う 

QSL 印刷と同じ要領で、必要な QSO データを

出 力 し て upload 、 或 い は QSL デ ー タ を

download して Logger32 の Logbook の内容を

更新します。 

LoTW_eQSL_Utility のような外部プログラムを

使 え ば 更 に 便 利 だ と 思 い ま す 。       

(LoTW_eQSL_Utility については後述) 

 

(9) DX Spot を利用する (受信、送信) 

インターネットが使える環境であれば、先ずは

Telnet で何処かのノードに接続して見ます。 

Cluster Window を開き、Telnet タブをクリックし

ます。Connect Listから何処かのノードを選択し

てログインします。 

 

写真_12 

 

DX Spot Window を開きます。DX Window で

は DX Spot の色表示、各種フィルタリング設定

等ができます。 

また、一定条件の DX Spot を受信した時にアラ

ーム音を鳴らすことができます。 

 



写真_18a アラーム音の設定 

 
 

写真_13a DX Spot 

 

DX Spot Window に表示された DX Spot をクリ

ックすれば Transceiver はその周波数、モード

に切り替わります。 

 

(10) BandMap を使う 

DX Spot を周波数スケール上に表示します。最

初に開く BandMap は Logbook Entry Window

に表示されたバンドです。 

更に他のバンドを最大 2 ツまで開くことができま

す。Monitor BandMap 1、2 

BandMapに表示されたDX Spotをクリックすれ

ば、Transceiver はその周波数、モードに切り替

わります。 

 

写真_1４ BandMap 

 

 

(11) Callsign lookup を使う 

 

Logbook Entry Window に callsign を入力した

時、その callsign の情報を別 window に表示す

ることができます。更に別windowに表示された

情報を Logbook Entry Window の然るべき入

力欄に転送することができます。 

利用できる情報源は、CD-ROM(RAC、QRZ、

Hamcall)、GoList、QRZ.com 等があります。 

 

写真_15 Callsign Lookup 



 

 

QRZ.com を利用した Lookupには外部プログラムを

インストールする必要があります。 

QRZ.com の 有 料 メ ン バ は 、

QRZSubscriberXMLLookup.exe が使えます。 

一般メンバは、QRZHTTPLookup.exe  が必要で

す。 

どちらも下記からダウンロードすることができます。 

 

http://www.n2amg.com/software/qrz-lookups-for-l

ogger32/ 

 

 

(12) SO2V の設定 

Transceiver が Main/Sub 受 信 機 を も ち 、

Transceiver の Audio 出力が L/R ステレオであ

れば SO2V (Single operator 2 VFO)の機能を

使うことができます。特に効果があるのがデジタ

ル モ ー ド の 運 用 で す 。 珍 局 は Main の

SoundCard Data Window で、split で呼びまく

る状況を Sub の SoundCard Data Window で

確認することができます。 

現在 SO2V がサポートされている機種は、

FT-2000/D、FT-9000、FT-1000mp/mk5、K3で

す。TS-950SD/SDX、FT-1000D はテスト中で

す。 

 

写真_16a SO2V 

 
 

(13) SO2R の設定 

2 ツの Transceiver を Radio 1、2 に設定するこ

とができます。バンド、或いはモードにより

Radio 1、2 を使い分けて、自動切替することが

できます。 

 

(14) Radio Debug Window 

Logger32とTransceiverの通信状況をモニタす

ることができます。通信に問題があった場合の

原因追求に便利です。 

尚、Rotor制御のためのDebug Windowも用意

されています。 

 

写真_36a Radio Debug Window 

 

 

(15) CW Machine を使う 

Transceiver に実装されている Keyer だけでは

できないことがあります。コンテストで使うシリア

ルナンバ、マクロで設定する複雑なテキスト送

出等には CW Machine を使うと大変便利です。

CW Machine は 3 ツのモードから選択します。 

① Software 

CWキーイング信号はLogger32が生成し

ます。出力はシリアルポート、或いはパラ

レルポート経由で何等かの外部インターフ

ェースが必要になります。 

PC の負荷のかかり具合によってはキーイ

ング信号がくずれるという欠点がありま

す。 



② WinKey 

③ WinKey2 

K1ELのWinKeyチップ、或いはWinKey2

チップが搭載された外部機器を使用しま

す。Logger32 は ASCII データを外部機器

に送り、外部機器が CW キーイング信号

を生成します。PC の負荷のかかり具合が

キーイング信号の生成に影響を与えない

メリットがあります。 

これらの外部機器の 1 ツに microHAM 社

の CW Keyer があります。PC とは USB

ケーブル 1 本を接続するのみで、CAT 用

のシリアル出力、CW キーイング出力、

PTT 出力が得られます。PTT 出力は

SO2R設定の場合にRadio 2用のCW キ

ーイング出力にもなります。 

 

写真_17a ＣＷ Machine 

 

 

(16) Sound Card Data Window でデジタルモード 

MMTTY エンジン、MMVARI エンジンがサポー

トしているデジタルモードが運用できます。 

詳細についてはヘルプファイルをご覧ください。 

 

写真_22a SoundCard Data Window 

 
 

(17) 複数の Operator を使い分ける 

1 ツの Logbook を複数の Operator で使い分け

ることができます。Award もこの Operator 別に

集計、表示することができます。 

筆者は、JA1NLX と JA1NLX/QRP を使い分け

ています。ただ QSO の際は JA1NLX で統一し

ています。この場合 LoTW によって Logbook を

更新する際に注意が必要です。LoTW から戻っ

てくる QSL データには JA1NLX/QRP が存在し

ないからです。 

 

写真_19 複数の Operator 

 

 

(18) 複数の Logbook を使い分ける 

複数の Logbook を使い分けることができます。

但し Logbook 名はユニークでなければいけま

せん。 

 

写真_20 複数の Logbook 

 

 

(19) 管理したい Award の設定 

最初から組み込まれている Award は次の通り

です。 

CQDXFIELD 、 DXCC 、 DXCC Challenge 、

IOTA、VUCC、WAC、WAZ、Simple Awards、

Primary administration awards、Secondary 

administration awards 

 

Simple award はそれ自体のデータベースはあ

りません。Logbook のある項目をカウントするも

ので、次の Award が組み込まれています。 

10x10、WPX、Grid Square 

 

Simple Award は上記の他に、Logbook の

USER_1、USER_2、USER_3 を使い、任意に

追加することができます。 



 

Primary administration awards は各国の第 1

行政区分、アメリカでは州、日本では県を対象

にした Award です。Logbook の項目は STATE

です。専用のデータベースが必要で、以下の

Award が組み込まれています。専用のデータベ

ースが用意できれば追加することができます。 

WAS、WAJA 

 

Secondary administration awards は各国の第

2 行政区分、アメリカでは郡(County)、日本では

市、郡を対象にした Award です。Logbook の項

目はCNTYです。専用のデータベースが必要で、

以下の Award が組み込まれています。専用の

データベースが用意できれば追加することがで

きます。 

USACA、JCC、JCG、DARC_DOK 

 

Award を追加したい場合についてはヘルプファ

イルをご覧ください。 

 

どの Award を管理するのか？ 

ここでいう管理というのは、クレジットの有無の

管理です。単にWorked/Confirmedだけが分か

っていればいいという場合は読み飛ばしてくださ

い。 

Logger32 がサポートしている Award だけでも

かなりの数になります。本当に管理したい

Award は限られてくると思われるので、先ずそ

れを選択します。 Award to track 

 

写真_28a Award to track 

 

 

更に特定の QSO に対してクレジット状況の印、

Granted、Submitted をつけます。ここに表示される

AwardはAward to trackで選択したものとなります。 

Granted はクレジットをもらった、Submitted はクレジ

ット申請中、或いは次に申請するというような意味で

す。 

 

写真_29a 

 

 

Award の全体状況を見るには 

Worked、Confirmed、Granted、Submitted の全体

は Award Table で見ることができます。 

 

写真_30a 

 

 

 

(20) DX 情報を参照する 

現在サポートされている情報源は、425DX と

RSGB IOTA Activity です。クレジット受領済、ク

レジット未申請、Worked、Confirmed が色表示

されます。 

 

写真_21a 425DX 



 

 

(21) Rotor を制御する 

詳細はヘルプファイルをご覧ください。 

 

(22) アンテナ切替器を制御する 

詳細はヘルプファイルをご覧ください。 

 

(23) マクロでダイレクトコマンドを使う 

マクロというのは｢手順の予約語｣のようなもの

で す 。 CW Machine Window 、 SoundCard 

Data Window、Data Terminal Window で使う

ことができます。簡単なマクロを 1 ツあげます。 

 

$call$ $greeting$ 5NN TU 

 

$call$には Logbook Entry Window で入力され

ている callsign が挿入されます。$greeting$に

はその相手のローカル時間に合わせた GM、

GE、或いは HI 等が挿入されます。 

特 殊 な マ ク ロ と し て $command$ 、 或 い は

$hexcommand$ が あ り ま す 。 こ れ は

Transceiver の CAT コマンドをその後ろに記述

するためのマクロです。次はその 1 例で、Radio 

1 には TS-590、Radio 2 には K3 が定義されて

いて、その出力を 50w に設定するものです。 

 

$command PC050;/K22;PC0501;$ 

 

Kenwood とElecraft はほぼ同じコード体系にな

っていますが、僅かに異なるところがあり、この

場合はそれぞれのコマンドを”/”で区切って記述

します。 

 

SoundCard Data Window では、送信開始の

$transmit$、送信終了の$receive$が多用され

ます。$transmit$は SoundCard Data Window

の 送 信 バ ッ フ ァ の 内 容 を 送 り 出 す こ と と 、

Transceiver を送信に切替えるための CAT コマ

ンドを送出します。Transceiver によって、 

 

① 送信に切替える CAT コマンドを持ってい

ないもの 

② 単にマイクコネクタの PTT の替わりにな

っているもの 

③ マイクコネクタと後部パネルの専用コネ

クタを切替えるためのパラメータを指定

するもの 

 

があります。例えば一般的な Kenwood 機種

では②ですが、TS-590 は③です。しかし

Logger32 にはそのサポートリストに TS-590

がありません。この場合、TS-590 と同じコー

ド体系を持っている TS-480 を選択しないとい

けません。 

 

(24) 便利な外部プログラム 

① LogPrint 

Logger32からexportしたLogbook、QSL

ファイルを import します。詳細はヘルプフ

ァイルをご覧ください。 

・ Logbook を印刷することができます。 

・ QSL カード、ラベルを印刷することができま

す。 

 

写真_27a QSL カード印刷例 

 

 

② LoTW_eQSL_Utility 

Logger32 は、LoTW、eQSL アップロード

用ファイルの export、及びダウンロードし

た Log データによる Logbook 更新機能を

備えています。 

この Utility は、これらの機能を呼び出すこ

とに加え、LoTW、eQSL サーバへのアッ

プロード、ダウンロード機能を持っていま



す。 

更に、Web 上に用意したサーバへの

Logbook アップロード機能、ClubLog サー

バへの Logbook アップロード機能を備え

ています。 

 

(25) 好みのフォント、色表示にする 

① Logbook Entry Window 

変更できるのは次のとおりです。 

・ データ表示のフォント、色、背景色、フォーカ

スがある時の背景色 

・ タイトル表示のフォント、色 

・ 周波数/モード/バンド表示の色です。 

 

写真_31a Logbook Entry Window のフォント、色 

 

 

② Logbook Page Window 

変更できるのは次の通とおりです。 

・ マウスでクリックした QSO データのテキスト

色、背景色 

・ Worked QSO の背景色 

・ Confirmed QSO の背景色、背景色を行全体

にするか Callsign 欄だけにするかの選択 

・ QSL Sent QSO の背景色(QSL 受け) 

・ QSL to be printed QSO の背景色(QSL 発行

予約 

 

写真_32 Logbook page window の背景色 

 

 

③ DX Spot Window 

 

写真_33a 

 

 

自分のニーズに応じて DX Spot の背景色を選択す

ることができます。 

 

写真_34a 

 

 

④ Award Table 

Worked 、 Confirmed 、 Granted 、

Submittedの背景色を設定することができ



ます。Logbook Page Window で設定した

Worked、Confirmed の背景色が Award 

Table にも適用されます。 

Granted、Submitted の背景色は Credit 

highlight で設定します。 

 

写真_35a 

 

 

 

Logbook、、、、設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルののののバックアップバックアップバックアップバックアップ 

定期的に次の操作をしてください。 

① Logbook を ADIF ファイルでイクスポート 

② バックアップユーティリティの zip Database and 

Logbook、zip user files を使い、Logbook、ユ

ーザー設定ファイルをバックアップする。 

この処理は、あらかじめ決めたスケジュールで

自動的に処理を走らせることができます。 

いずれかのアイコンを右クリック、Schedule をク

リックします。 

 

写真_5 バックアップのスケジュール 

 

これは万一の場合への備えです。 

 

 

Logger32 をををを更新更新更新更新するするするする 

Logger32 は比較的頻繁に更新されます。常に最

新バージョンに更新されることをお勧めします。問題

が発生した場合にサポートが困難になります。特に

説明のないバグ修正もあります。 

更新の一般的な手順は以下の通りです。 

① バックアップツールを使い Logbook、設定フ

ァイルを保存します。 (zip database and 

Logbook アイコン、zip user files アイコン) 

② Logger32 を終了します。 

③ 下記から Logger32 update 版をダウンロー

ドします。解凍すると2ツの zipファイルが得

られます。 

④ Upgrade.zip を解凍し得られたファイルを

Logger32 のフォルダに上書きコピーしま

す。 

⑤ も し 最 新 の デ ー タ ベ ー ス (Country 

Database 等 ) に 更 新 す る 場 合 は 、

Database.zip を解凍し得られるファイルを

Logger32 のフィルダに上書きコピーしま

す。 

⑥ 日本語表示に必要な ja.dll が更新されてい

る場合は、下記から ja.dll をダウンロード、

1041.dll とファイル名を変更して Logger32

のディレクトリに上書きコピーします。(日本

語表示が不要であればこのステップは省略

します) 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/Link

s.htm 

 

⑦ Logger32 を起動します。この時に表示され

るバージョンナンバが正しいことを確認しま

す。 

⑧ 全ての Logbook に対して Recalc を走らせ

ます。 

 

通常は以上の手順で OK ですが、Logbook のデ

ータベース構造が変わった場合には Logbook の

削除、Logbookの再インポートが必要になります。 

また機能追加、修正の内容によっては関係する機

能の再設定が必要になります。 

詳細は更新の都度下記でお知らせしています。 

 

http://www.asahi-net.or.jp/~yy7a-ysd/Logger32.

html 



 

終終終終わりにわりにわりにわりに 

紙面ではなかなかうまく説明ができず、いつも歯

がゆい思いがします。実際にPCを前にやればもっと

もっと分かりやすいのですが。 

いずれこのような機会が持てればいいですね。 

 

何と言っても世界的に見れば一番多くの仲間が使

っているロギングプログラムです。是非一度試してみ

てください。 

 

 

 

 


